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図１,２,３ 厚生労働省『地域生活支援拠点等の整備について』資料抜粋引用

居宅支援 入浴介助・ヘルパー・グループホーム・入所施設

◎　この地域の体制づくりを実現する事業が、地域生活支援拠点等の整備となります。

整備の仕方については、大きく２種類（図２・３）となっています。
各区で地域の状況に合わせた計画を立て、整備を進めています。

つまり

本校の進路指導では、何がしたいか≒社会参加（進路選択）となります。

どんな生活をしたいか≒居宅支援（家庭支援）については、地域の体制づくりが担っています。

例えば

社会参加 日中活動（進路先）※高等部の現場実習・施設見学で情報発信予定

　日頃より本校の教育活動に御理解いただきまして、感謝申し上げます。
　今回は、地域別福祉懇談会が実施された各区の概要（区レジュメより）をお伝えします。
　懇談会に参加してみますと、各区の事業について、担当者からお話を聞くと細かい部分で違いがあり
ました。保護者から「他区で行われている良い実践例を参考にしないんですか」という質問もありまし
たが、（区としては状況は把握してますが、、、。）各区の実情に応じた対応となっているようです。
また、各区の担当者からは、「生活の困りごとは、窓口にお伝えいただけると検討したいと考えていま
す」とお話しがあり、直近では、災害時のポータブル電源（対象者条件あり）が日常生活用具に追加さ
れ、対応可の区の広がりもみられています。
　今後の進路かわら版については、日中活動に対する本校の取組情報（高等部の進路指導の流れ、各部
の取組紹介等）や地域情報を各部進路指導担当が中心となって、配信していきます。

地域別福祉懇談会の内容から学ぶ、福祉サービスの施策について

前号で地域での生活について考えるきっかけをお伝えしました。（本校ＨＰ　進路かわら版掲載）

外出で必要な支援って何？ 支援を活用するためには、『何がしたいか』が重要

生活の支援って何？ 日々の生活の中では、『どんな生活をしたいか』が重要

進路かわら版
令和5年7月10日

東京都立北特別支援学校
東京都北区十条台1-1-1

03（3906）2321
進路指導部
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文京区は、地域生活支援拠点の相談事業所として、地域生活あんしん拠点の４事業所を区内に地域
割りして設置！！一般的な相談や居場所づくりのイベント等を実施！！

足立区は、丁寧な資料で安心感を与える説明でした。進路決定までの流れがわかりやすい！

各区の当日資料（懇談会の約束事として、資料の二次利用は禁止しています。）については、懇談
会終了後　Teams 『支援・進路　情報発信基地』に資料をアップします。

各区トピック情報（新規整備事業・防災関係・地域生活安心拠点）

その他（成人年齢引き下げに伴う、手続きの変更の有無）

事前質問事項への回答

本校進路担当トピック　（各学部進路担当が参加して気になった情報）

板橋区では、板橋キャンパス整備事業の再計画に伴い新規生活介護施設の建設を検討！！

北区は、防災関係で小児地域連携会議等でどのように考えるか地域で連携！！

地域別福祉懇談会での話題トピック（速報）

障害福祉計画の概要（障害福祉施策のトピックや計画進捗）

障害福祉サービス等の内容（障害者福祉のしおりの活用　各ＨＰにてダウンロード可能）

障害福祉サービスの利用について（支給の流れ：計画相談支援事業所での計画・申請・給付）

卒業後の日中活動（生活介護施設・就労継続Ｂ型事業所などの概要説明）

福祉サービス利用希望者の進路決定（入所調整の基本的な考え方・申込先・スケジュール）

一つの施設で必要な支援が整備されていて理想だが、都市型では土地・費用に課題がある。

学区域（５区）該当施設なし（多機能型の施設はあるが、区民全て対応できる施設でない。）

面的整備型（図３）

拠点となる事業所（基幹相談支援センター等）と入居施設（グループホーム）を強化して、地域で
連携していくというプランです。

文京区 リアン文京、足立区 区立大谷田障がい福祉施設・竹の塚あかしあの杜、豊島区 niima（ニーマ）

北区 飛鳥晴山苑・らららたきのがわ、板橋区 赤塚ホーム（・板橋キャンパス整備事業計画）

基幹相談支援センター（地域生活支援拠点）に地域生活をコーディネートする機能があります。

豊島区立心身障害者福祉センター、足立区障がい福祉センター、板橋区基幹相談支援センター

文京区障害者基幹相談支援センター、北区障害者基幹相談支援センター

地域生活を可能とする施設はあるの？

現在、全国でどのように整備するかが課題となり、障害福祉計画等で計画的に進めています。

多機能拠点整備型（図２）

地域生活において、保護者に何かあったとき誰が代わりに引き継ぐの？


